




2019年（１月～12月）の獣医学研究科英文業績集の発刊にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酪農学園大学大学院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獣医学研究科長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桐澤　力雄

　獣医学研究科では獣医学群教員が１年間に公表した英語論文を冊子体にまとめ、各教員の自己点検や研究

の質保証、並びに関係各位に獣医学群教員の研究状況を紹介する目的で、2002年より業績集を刊行しています。

　2019年の筆頭著者（FA）及び責任著者（CA）の論文合計は53報でした。過去５年間では、2014年：51報、

2015年：44報、2016年：45報、2017年：48報、2018年：54報となっており、論文数はほぼ一定数を維持しています。

分野別に見ていくと、生体機能学分野（教員12名）：14報、感染病理学分野（教員11名）：９報、衛生環境学

分野（教員10名）：18報、伴侶動物医療学分野（10名）：３報、生産動物医療学分野（９名）：７報、保健看護

学類（８名）：３報でした（同一論文でFAとCAが異なる分野の教員の場合、それぞれの分野にカウント）。

研究活動が十分になされていない分野が一部可視化されているようです。過去４年間にFA/CA論文のない

教員が11名（昨年13名）、そのうち５名（昨年４名）は全く論文がありません。長期にわたり論文が出ない教

員は固定化されてきており、抜本的な対策を講じる必要があると考えております。代表的な競争的資金であ

る科研費の学群教員の申請状況をみると、2016年度：38名、2017年度：38名、2018年度：34名、2019年度：

36名、そして2020年度：44名でした。大学院担当教員で申請されていない方がいる一方で、嘱託助手の先生

が２名申請されました。2020年度の申請率は応募可能な学群教員が55名でしたので80%（昨年は約60%）と

なります。この申請率向上の一因として、大学院の指導教員資格審査時の要件に競争的資金の申請件数を追

加したことが大きかったと思います。この申請率は大学の研究基盤を映す鏡の一つですので、さらに上げて

いきたいと考えています。

　科学技術指標2019によると自然科学系の科学論文数（2015-2017年平均）のトップはアメリカで、次いで中

国（僅差）、ドイツ、そして日本となっております。日本は10年前が３位でしたので相対的な低下が起きてい

るとともに、論文数も漸減しています。Top10%補正論文数も10年前の５位から９位に後退しています。こ

れらの順位は昨年の指標（2014-2016年平均）と同じですが、シェアは何れも漸減しています。その一方で、

中国では何れの論文数もシェアを伸ばしています。我が国の研究者を取り巻く状況は厳しく、研究者の魅力

が低下しています。そこで、我が国の研究力強化を図るため、研究者総合科学技術・イノベーション会議（2020

年１月23日）は若手研究者のポスト拡大と挑戦的研究費の提供、優秀な研究者に世界基準の待遇の実現する

ための施策を提示しました。今後の推移を期待して見ていきたいと思います。政府の科学技術予算はここ10

年３兆5,000億円程度で推移していましたが、2018年度３兆8,400億円、2019年度４兆2,377億円、そして2020年

度４兆3,787億円と増加しています。科研費においては、近年の2,200億円台から2018年度2,336億円、2019年度

2,372億円と増加していましたが、2020年度は2,374億円と微増です。しかし、挑戦的研究の大幅拡充や若手研



究者への重点支援がなされています。

　2019年度の獣医学専攻博士課程の修学者総数は30名で、今年度の修了認定者は７名（うち１名は３年で

の早期修了）です。獣医保健看護学専攻修士課程の修学者総数は２名で、今年度の修了認定者は１名です。

2020年度の学術振興会特別研究員のDC1・農学に本研究科博士課程から１名内定になりました。昨年に続い

ての２年連続の内定となり快挙です。昨年のDC1内定により、今年度、第一種奨学生採用時返還免除内定候

補者枠が大学院博士課程に１名付与されました。これは、獣医学研究科の外部評価が高くなっていることを

意味しています、この制度は、博士課程１年在学時に内定候補者を推薦するというもので、博士課程進学者

にとっては大きな魅力です。

　大学院の学生を多く受けいれることは研究の活性化ならびに学類学生の教育に欠かせません。2019年度か

ら「One Healthフロンティア卓越大学院」が本格始動し、本学大学院からは１名だけですが、履修しています。

今年は座学がメインでしたが、遠隔授業システムが導入されたことにより本学にいながら質の高い授業を受

けており、教育の高度化がなされています。

　最後に関係各位には本業績集をご高覧いただき、教員個々の研究内容などから共同研究、さらには広範な

研究体制の構築等へとご高配いただけることを願っております。そして、それらから得られる研究成果が教育・

社会へ大きく還元されることを期待しております。今後とも、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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